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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:腫瘍の血管新生に役割を果たす可能性があります。,オンライン情報:エンドシアリン,PTM:N-グリコシル化されている可能性があります。,PTM:シアリル化オリゴ糖でO-グリコシル化されています。,類似性:1つのC型レクチンドメインを含みます。,類似性:1つのEGF様ドメインを含みます。,類似性:1つのSushi（CCP/SCR）ドメインを含みます。,組織特異性:腫瘍の血管内皮細胞で発現しますが、正常な血管内皮細胞では存在しないか、ほとんど検出されません。肝臓の転移病変および黄体形成と創傷治癒の血管新生中に発現します。悪性腫瘍の血管内皮細胞で発現しますが、正常な血管では発現しません。間質線維芽細胞に発現する。,機能：腫瘍の血管新生に関与する可能性がある。,オンライン情報：エンドシアリン,PTM：N-グリコシル化されている可能性がある。,PTM：シアリル化オリゴ糖でO-グリコシル化されている。,類似性：C型レクチンドメインを1つ含む。,類似性：EGF様ドメインを1つ含む。,類似性：Sushi（CCP/SCR）ドメインを1つ含む。,組織特異性：腫瘍の血管内皮細胞に発現するが、正常な血管内皮細胞には発現しないか、ほとんど検出されない。肝臓の転移病変、および黄体形成と創傷治癒の血管新生中に発現する。悪性腫瘍の血管内皮細胞に発現するが、正常血管には発現しない。間質線維芽細胞に発現する。,
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	CD248 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタンブロット分析。
	

	CD248ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。

